
(57)【要約】

【課題】電力が安い時間帯に蓄電装置を充電し、それ以

外の時間帯には系統電源と一般負荷との接続を切断して

蓄電装置から一般負荷に電力供給することで、安価な電

力を使用する電源システムを提供する。

【解決手段】制御部９には、予め契約している電力供給

事業者の時間帯別電力料金が入力されている。この電力

料金の中で最も安価な時間帯では、安価な系統電源４の

電力により蓄電装置１は充電され、同時に負荷１０へも

電力が供給されるように、また、最も安価な時間帯以外

では、蓄電装置１の電力がＤＣ／ＡＣインバータ５に投

入され、負荷１０へ供給されるように、制御部９は、開

閉器７、および開閉器８を制御する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 蓄 電 部 と 、
　 前 記 蓄 電 部 の 蓄 電 量 を 検 出 す る 検 出 部 と 、
　 負 荷 を 接 続 す る た め の 分 電 盤 と 、
　 前 記 蓄 電 部 か ら の 直 流 電 力 を 交 流 電 力 に 変 換 し 前 記 分 電 盤 に 供 給 す る イ ン バ ー タ と 、
　 前 記 蓄 電 部 と 前 記 イ ン バ ー タ と の 電 流 経 路 を 断 続 す る 第 １ の 開 閉 器 と 、
　 前 記 分 電 盤 に 電 力 を 供 給 す る 系 統 電 源 と 前 記 分 電 盤 と の 電 流 経 路 を 断 続 す る 第 ２ の 開 閉
器 と 、
　 前 記 分 電 盤 か ら 電 力 を 受 け 前 記 蓄 電 部 の 充 電 を 行 な う 充 電 部 と 、
　 前 記 検 出 部 か ら の 情 報 と 予 め 設 定 さ れ た 時 刻 情 報 と に よ り 前 記 第 １ の 開 閉 器 と 前 記 第 ２
の 開 閉 器 を 制 御 す る 制 御 部 と を 備 え る 、 電 源 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 予 め 設 定 さ れ た 時 刻 情 報 は 、
　 　 前 記 系 統 電 源 か ら の 電 力 が 前 記 蓄 電 部 で 蓄 電 さ れ る 第 １ の 時 間 帯 と 、
　 　 前 記 系 統 電 源 に 代 わ っ て 前 記 蓄 電 部 か ら の 電 力 が 前 記 分 電 盤 に 供 給 さ れ る 第 ２ の 時 間
帯 と を 含 み 、
　 前 記 第 １ の 時 間 帯 と 前 記 第 ２ の 時 間 帯 は 排 他 的 な 関 係 に あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 電 源 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 部 は 、
　 　 時 刻 が 前 記 第 １ の 時 間 帯 に あ る と 判 断 し た 場 合 は 、 前 記 第 １ の 開 閉 器 を 閉 に し 、 前 記
第 ２ の 開 閉 器 を 開 に す る 制 御 を 行 な う 手 段 と 、
　 　 前 記 時 刻 が 前 記 第 ２ の 時 間 帯 に あ る と 判 断 し た 場 合 は 、 前 記 第 １ の 開 閉 器 を 開 に し 、
前 記 第 ２ の 開 閉 器 を 閉 に す る 制 御 を 行 な う 手 段 を 含 む 、 請 求 項 ２ 記 載 の 電 源 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 分 電 盤 に 発 電 電 力 を 供 給 す る 太 陽 電 池 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 電 源 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 太 陽 電 池 に 余 剰 発 電 電 力 が あ る と 判 断 し た 場 合 は 、 前 記 蓄 電 部 に 前
記 余 剰 発 電 電 力 が 蓄 電 さ れ る よ う に 前 記 充 電 部 に 指 示 す る 手 段 を 含 む 、 請 求 項 ４ 記 載 の 電
源 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 イ ン バ ー タ は 、 前 記 変 換 さ れ た 交 流 電 力 が 前 記 系 統 電 源 へ 逆 潮 流 す る よ う 前 記 系 統
電 源 に 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 ５ 記 載 の 電 源 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 太 陽 電 池 に 前 記 余 剰 発 電 電 力 が あ る と 判 断 し た 場 合 は 、 前 記 太 陽 電
池 の 出 力 電 圧 を 予 め 設 定 し た 範 囲 内 に す る た め 、 前 記 充 電 部 に 、 前 記 蓄 電 部 を 充 電 す る と
き の 充 電 電 流 を 増 減 さ せ る よ う 指 示 す る 手 段 を 含 む 、 請 求 項 ６ 記 載 の 電 源 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 制 御 部 は 、
　 　 外 部 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 取 得 し た 天 気 情 報 に よ り 、 前 記 太 陽 電 池 の 発 電 電 力 を 予 測 す る
手 段 と 、
　 　 前 記 予 測 と 前 記 蓄 電 部 の 蓄 電 残 量 と に 基 づ き 、 前 記 充 電 部 を 制 御 す る 手 段 を 含 む 、 請
求 項 ７ 記 載 の 電 源 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 時 間 帯 の 少 な く と も 一 部 は 深 夜 電 力 の 供 給 時 間 帯 に 含 ま れ る 、 請 求 項 ８ 記 載
の 電 源 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 蓄 電 部 と 、

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-166818 A 2007.6.28



　 前 記 蓄 電 部 の 蓄 電 量 を 検 出 す る 検 出 部 と 、
　 負 荷 を 接 続 す る た め の 分 電 盤 と 、
　 前 記 蓄 電 部 か ら の 直 流 電 力 を 交 流 電 力 に 変 換 し 前 記 分 電 盤 に 供 給 す る イ ン バ ー タ と 、
　 前 記 蓄 電 部 と 前 記 イ ン バ ー タ と の 電 流 経 路 を 断 続 す る 第 １ の 開 閉 器 と 、
　 前 記 分 電 盤 に 電 力 を 供 給 す る 系 統 電 源 と 前 記 分 電 盤 と の 電 流 経 路 を 断 続 す る 第 ２ の 開 閉
器 と 、
　 前 記 分 電 盤 と 前 記 蓄 電 部 の 間 に 接 続 さ れ た 、 前 記 蓄 電 部 の 充 電 を 行 な う 充 電 部 と 、
　 前 記 第 １ の 開 閉 器 と 前 記 第 ２ の 開 閉 器 を 制 御 す る 制 御 部 と を 備 え る 電 源 シ ス テ ム に お い
て 、
　 前 記 検 出 部 か ら の 情 報 と 予 め 設 定 さ れ た 時 刻 情 報 と に よ り 、 前 記 第 １ の 開 閉 器 と 前 記 第
２ の 開 閉 器 を 制 御 す る 電 源 シ ス テ ム の 制 御 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 蓄 電 装 置 を 備 え た 電 源 シ ス テ ム 、 お よ び 電 力 の 入 出 力 を 制 御 す る 方 法 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 太 陽 電 池 は 、 太 陽 光 の 光 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 直 接 変 換 し て 取 り 出 す 装 置 で あ
る 事 が 知 ら れ て い る 。 こ の 装 置 は エ ネ ル ギ ー 問 題 を 解 決 す る た め の 一 手 段 と し て 近 年 大 き
く 注 目 さ れ て お り 、 実 際 に 普 及 も 進 ん で き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 蓄 電 装 置 は 電 力 を 貯 め 、 必 要 な 時 に 引 き 出 す 事 が 可 能 な 装 置 で あ り 、 電 気 エ ネ ル ギ ー を
化 学 エ ネ ル ギ ー と し て 貯 め る 蓄 電 池 が 代 表 的 な も の と し て 知 ら れ て い る 。 最 近 で は キ ャ パ
シ タ や フ ラ イ ホ イ ー ル な ど 、 静 電 エ ネ ル ギ ー や 運 動 エ ネ ル ギ ー の 形 態 で エ ネ ル ギ ー を 貯 蔵
す る 蓄 電 装 置 も 開 発 が 進 ん で き て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 蓄 電 装 置 を 利 用 す る 技 術 は こ れ ま で に も 多 く な さ れ て き て い る が 、 家 庭 の 電 力 貯 蔵 用 と
し て 利 用 さ れ て い る 事 例 の 一 例 と し て 、 安 価 な 深 夜 電 力 を 蓄 電 装 置 に 貯 め て お き 昼 間 に 放
電 す る 事 に よ り 、 昼 間 の 高 価 な 電 力 を で き る だ け 使 用 し な い よ う に す る 発 明 （ 特 許 文 献 １
参 照 ） な ど が 考 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 蓄 電 装 置 に 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム を 組 み 合 わ せ た 発 明 も な さ れ て い る 。 そ の 中 の 一
例 と し て 、 停 電 時 の バ ッ ク ア ッ プ 電 源 を 目 的 と し た も の が あ る 。 た と え ば 、 特 許 文 献 ２ で
は 、 連 係 運 転 時 、 夜 間 、 自 立 運 転 時 と い う ３ つ の 場 合 に 分 け 、 蓄 電 池 の 電 力 は 自 立 運 転 時
に の み 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 同 様 に 、 停 電 時 に 太 陽 電 池 と 蓄 電 池 の 電 力 を 利 用 す る 発 明 と し て 特 許 文 献 ３ が あ る 。 こ
の 中 で は 、 負 荷 と 系 統 電 源 の 間 お よ び 蓄 電 装 置 と Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ (直 流 ／ 交 流 )イ ン バ ー タ の 間
に 開 閉 手 段 を 設 け 、 停 電 を 検 出 す る 事 に よ っ て 自 動 的 に 系 統 電 源 と の 接 続 を 切 る と 同 時 に
蓄 電 装 置 と Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ を 接 続 す る 事 を 自 動 で 行 な わ せ る 事 に よ り 、 停 電 時 に は
太 陽 電 池 お よ び 蓄 電 池 の 電 力 を 一 般 の 負 荷 に 使 用 で き る と い う も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ４ ５ １ ８ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ３ １ ７ ５ ５ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ３ ６ ７ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 し か し な が ら 特 許 文 献 １ に お い て は 、 深 夜 電 力 以 外 の 時 間 帯 に お い て 蓄 電 池 の 電 圧 が 降
下 し た 場 合 、 系 統 電 源 の 電 力 を 負 荷 の み な ら ず 蓄 電 池 に も 供 給 す る 事 に な る た め 、 深 夜 電
力 以 外 の 高 価 な 電 力 で 蓄 電 池 を 充 電 す る モ ー ド が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 太 陽 電 池 を 含 む シ ス テ ム の 従 来 技 術 で は 、 蓄 電 装 置 の 電 力 は 停 電 時 の み し か 利 用 し
な い 、 も し く は 利 用 で き る に し て も 、 系 統 電 源 か ら 最 低 限 の 電 力 を 購 入 し な け れ ば な ら な
い 、 な ど 様 々 な 制 約 が あ っ た 。 停 電 時 の み の 使 用 で は 、 蓄 電 装 置 の 設 置 に 費 や し た コ ス ト
分 の 価 値 を 発 揮 で き な い と い う 課 題 が あ る 。 ま た 系 統 電 源 か ら 電 力 を 購 入 し つ つ 蓄 電 池 を
放 電 さ せ る 方 法 で は 、 た と え 少 し で あ っ て も 昼 間 の 電 力 を 購 入 す る 必 要 が あ り 、 深 夜 電 力
の み を 利 用 す る 事 は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 電
力 が 安 い 時 間 帯 に 蓄 電 装 置 を 充 電 し 、 そ れ 以 外 の 時 間 帯 に は 系 統 電 源 と 一 般 負 荷 と の 接 続
を 切 断 し て 蓄 電 装 置 か ら 一 般 負 荷 に 電 力 供 給 す る こ と で 、 安 価 な 電 力 を 使 用 す る 電 源 シ ス
テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 1つ の 局 面 に 従 う と 、 電 源 シ ス テ ム で あ っ て 、 蓄 電 部 と 、 蓄 電 部 の 蓄 電 量 を 検
出 す る 検 出 部 と 、 負 荷 を 接 続 す る た め の 分 電 盤 と 、 蓄 電 部 か ら の 直 流 電 力 を 交 流 電 力 に 変
換 し 分 電 盤 に 供 給 す る イ ン バ ー タ と 、 蓄 電 部 と イ ン バ ー タ と の 電 流 経 路 を 断 続 す る 第 １ の
開 閉 器 と 、 分 電 盤 に 電 力 を 供 給 す る 系 統 電 源 と 分 電 盤 と の 電 流 経 路 を 断 続 す る 第 ２ の 開 閉
器 と 、 分 電 盤 か ら 電 力 を 受 け 蓄 電 部 の 充 電 を 行 な う 充 電 部 と 、 検 出 部 か ら の 情 報 と 予 め 設
定 さ れ た 時 刻 情 報 と に よ り 第 １ の 開 閉 器 と 第 ２ の 開 閉 器 を 制 御 す る 制 御 部 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 予 め 設 定 さ れ た 時 刻 情 報 は 、 系 統 電 源 か ら の 電 力 が 蓄 電 部 で 蓄 電 さ れ る 第
１ の 時 間 帯 と 、 系 統 電 源 に 代 わ っ て 蓄 電 部 か ら の 電 力 が 分 電 盤 に 供 給 さ れ る 第 ２ の 時 間 帯
と を 含 み 、 第 １ の 時 間 帯 と 第 ２ の 時 間 帯 は 排 他 的 な 関 係 に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 制 御 部 は 、 時 刻 が 第 １ の 時 間 帯 に あ る と 判 断 し た 場 合 は 、 第 １ の 開 閉 器 を
閉 に し 、 第 ２ の 開 閉 器 を 開 に す る 制 御 を 行 な う 手 段 と 、 時 刻 が 第 ２ の 時 間 帯 に あ る と 判 断
し た 場 合 は 、 第 １ の 開 閉 器 を 開 に し 、 第 ２ の 開 閉 器 を 閉 に す る 制 御 を 行 な う 手 段 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 分 電 盤 に 発 電 電 力 を 供 給 す る 太 陽 電 池 を さ ら に 備 え る 。
　 好 ま し く は 、 制 御 部 は 、 太 陽 電 池 に 余 剰 発 電 電 力 が あ る と 判 断 し た 場 合 は 、 蓄 電 部 に 余
剰 発 電 電 力 が 蓄 電 さ れ る よ う に 充 電 部 に 指 示 す る 手 段 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 イ ン バ ー タ は 、 変 換 さ れ た 交 流 電 力 が 系 統 電 源 へ 逆 潮 流 す る よ う 系 統 電 源
に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 制 御 部 は 、 太 陽 電 池 に 余 剰 発 電 電 力 が あ る と 判 断 し た 場 合 は 、 太 陽 電 池 の
出 力 電 圧 を 予 め 設 定 し た 範 囲 内 に す る た め 、 充 電 部 に 、 蓄 電 部 を 充 電 す る と き の 充 電 電 流
を 増 減 さ せ る よ う 指 示 す る 手 段 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 制 御 部 は 、 外 部 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 取 得 し た 天 気 情 報 に よ り 、 太 陽 電 池 の 発
電 電 力 を 予 測 す る 手 段 と 、 予 測 と 蓄 電 部 の 蓄 電 残 量 と に 基 づ き 、 充 電 部 を 制 御 す る 手 段 を
含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ の 時 間 帯 の 少 な く と も 一 部 は 深 夜 電 力 の 供 給 時 間 帯 に 含 ま れ る 。
　 本 発 明 の 他 の 局 面 に 従 う と 、 電 源 シ ス テ ム の 制 御 方 法 で あ っ て 、 蓄 電 部 と 、 蓄 電 部 の 蓄
電 量 を 検 出 す る 検 出 部 と 、 負 荷 を 接 続 す る た め の 分 電 盤 と 、 蓄 電 部 か ら の 直 流 電 力 を 交 流
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電 力 に 変 換 し 分 電 盤 に 供 給 す る イ ン バ ー タ と 、 蓄 電 部 と イ ン バ ー タ と の 電 流 経 路 を 断 続 す
る 第 １ の 開 閉 器 と 、 分 電 盤 に 電 力 を 供 給 す る 系 統 電 源 と 分 電 盤 と の 電 流 経 路 を 断 続 す る 第
２ の 開 閉 器 と 、 分 電 盤 と 蓄 電 部 の 間 に 接 続 さ れ た 、 蓄 電 部 の 充 電 を 行 な う 充 電 部 と 、 第 １
の 開 閉 器 と 第 ２ の 開 閉 器 を 制 御 す る 制 御 部 と を 備 え る 電 源 シ ス テ ム に お い て 、 制 御 部 は 、
検 出 部 か ら の 情 報 と 予 め 設 定 さ れ た 時 刻 情 報 と に よ り 、 第 １ の 開 閉 器 と 第 ２ の 開 閉 器 を 制
御 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 検 出 部 か ら の 情 報 と 予 め 設 定 さ れ た 時 刻 情 報 と に 基 づ き 、 一 般 負 荷 へ の 電 力 供 給 源 を 切
り 替 え る こ と が で き る の で 、 ユ ー ザ ー は 安 価 な 電 力 を 使 用 す る こ と が 可 能 と な り 、 経 済 的
な メ リ ッ ト を 享 受 し う る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 で は 、 同 一
の 部 品 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。 そ れ ら の 名 称 お よ び 機 能 も 同 じ で あ る 。 し た が っ て
、 そ れ ら に つ い て は 詳 細 な 説 明 は 繰 り 返 さ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ［ 実 施 の 形 態 １ ］
　 図 １ は 、 実 施 の 形 態 １ を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ を 参 照 し て 、 実 施 の 形 態 １ を 説 明 す る 。 本 シ ス テ ム は 、 蓄 電 装 置 １ と 、 蓄 電 装 置 １
の 蓄 電 状 態 を 検 出 す る 電 圧 検 出 部 ２ と 、 分 電 盤 ３ と 、 分 電 盤 ３ に 電 力 供 給 す る 系 統 電 源 ４
と 、 蓄 電 装 置 １ か ら の 直 流 電 流 を 交 流 電 流 に 変 換 し て 分 電 盤 ３ に 供 給 す る Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン
バ ー タ ５ と 、 蓄 電 装 置 １ と 分 電 盤 ３ の 間 に 接 続 さ れ た 、 蓄 電 装 置 １ を 充 電 す る た め の 充 電
器 ６ と 、 分 電 盤 ３ と 系 統 電 源 ４ と の 電 流 経 路 を 断 続 す る 開 閉 器 ７ と 、 蓄 電 装 置 １ と Ｄ Ｃ ／
Ａ Ｃ イ ン バ ー タ ５ と の 電 流 経 路 を 断 絶 す る 開 閉 器 ８ と 、 開 閉 器 ７ ， ８ お よ び 充 電 器 ６ を 制
御 す る 制 御 部 ７ と を 備 え て い る 。 な お 、 分 電 盤 ３ に は 負 荷 １ ０ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 蓄 電 装 置 １ と し て 、 本 実 施 の 形 態 で は 鉛 蓄 電 池 を 使 用 し て お り 、 電 圧 は １ ６ ０ ～ １ ９ ２
Ｖ 、 電 流 容 量 は ５ ０ Ａ ｈ で あ る 。 ま た 、 蓄 電 装 置 １ は 、 蓄 電 池 、 キ ャ パ シ タ 、 フ ラ イ ホ イ
ー ル な ど 、 蓄 電 す る 機 能 を 持 つ も の な ら 何 で も 良 く 、 ひ と つ で は な く 複 数 の 蓄 電 装 置 を 並
列 に 接 続 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 電 圧 検 出 部 ２ は 、 蓄 電 装 置 １ の 電 圧 も し く は フ ラ イ ホ イ ー ル の 回 転 速 度 な ど を 測 定 し 、
そ の 蓄 電 量 （ 残 存 量 ） を 検 出 し て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 電 圧 検 出 部 ２ と し て 鉛 蓄 電 池
の 電 圧 を 常 時 測 定 す る ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー を 鉛 蓄 電 池 近 傍 に 設 置 し 、 そ の 信 号 は 制 御 部 ７
に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 系 統 電 源 ４ は 、 電 力 会 社 か ら の 電 力 で あ る 。
　 Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ ５ は 、 入 力 電 圧 ８ ０ ～ ２ ５ ０ Ｖ 、 出 力 電 圧 は ２ ０ ０ Ｖ 、 ま た 出 力
電 力 容 量 は １ ０ ｋ Ｗ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 充 電 器 ６ は 、 交 流 電 力 を 直 流 電 力 に 変 換 し 、 蓄 電 装 置 １ を 充 電 し て い る 。 本 実 施 の 形 態
で は 、 充 電 器 ６ と し て 安 定 化 直 流 電 源 を 使 用 し て お り 、 出 力 電 圧 は １ ９ ２ Ｖ 、 最 大 出 力 電
流 は １ ０ Ａ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 制 御 部 ９ は 、 本 実 施 の 形 態 で は Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ ５ の 壁 面 に 付 設 さ れ て お り 、 電 気
的 な 信 号 に よ り 開 閉 器 ７ ， ８ を 制 御 す る 。 な お 、 停 電 時 は 、 蓄 電 装 置 １ か ら 電 力 が 供 給 さ
れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 制 御 部 ９ は 、 予 め 入 力 さ れ た 時 刻 情 報 に よ り 蓄 電 装 置
１ を 充 電 す る よ う 充 電 器 ６ へ の 指 示 を 行 な う 。 時 刻 情 報 は 、 予 め 契 約 し て い る 電 力 供 給 事
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業 者 の 時 間 帯 別 電 力 料 金 を 基 に 入 力 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 で の 時 間 帯 別 電 力 料 金 は 、 ２ ３ 時 ～ ７ 時 ま で が ７ 円 ／ ｋ Ｗ ｈ 、 ７ 時 ～ １ ０
時 が ２ ０ 円 ／ ｋ Ｗ ｈ 、 １ ０ 時 ～ １ ７ 時 が ２ ６ 円 ／ ｋ Ｗ ｈ 、 １ ７ 時 ～ ２ ３ 時 が ２ ０ 円 ／ ｋ Ｗ
ｈ で あ る 。 一 日 の う ち 、 電 力 料 金 の 最 も 安 い 時 間 帯 で あ る ２ ３ 時 ～ ７ 時 を 第 １ の 時 間 帯 と
し て 、 そ れ 以 外 を 第 ２ の 時 間 帯 と し て 入 力 さ れ て い る 。 制 御 部 ９ は 、 第 １ の 時 間 帯 で は 、
系 統 電 源 ４ か ら 分 電 盤 ３ に 電 力 が 供 給 さ れ 、 蓄 電 装 置 １ が 充 電 さ れ る よ う に 、 第 ２ の 時 間
帯 で は 、 系 統 電 源 ４ に 代 わ っ て 蓄 電 装 置 １ か ら 負 荷 １ ０ に 電 力 が 供 給 さ れ る よ う に 、 開 閉
器 ７ お よ び ８ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 表 １ は 、 時 刻 お よ び 蓄 電 装 置 １ の 電 圧 に よ る 開 閉 器 ７ ， ８ の 制 御 を 示 し た 表 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 表 １ を 参 照 し て 、 本 シ ス テ ム の 動 作 に つ い て 、 一 日 の 時 系 列 で 説 明 す る 。
　 ま ず 、 ０ 時 は 第 １ の 時 間 帯 に 含 ま れ る の で 、 制 御 部 ９ は 、 開 閉 器 ７ を 閉 （ 導 通 ） 状 態 に
、 開 閉 器 ８ を 開 （ 絶 縁 ） 状 態 に 制 御 す る 。 よ っ て 、 負 荷 １ ０ お よ び 充 電 装 置 １ は 、 分 電 盤
３ を 介 し て 系 統 電 源 ４ か ら の 電 力 供 給 を 受 け る 。 充 電 器 ６ は 制 御 部 ９ か ら の 指 示 に よ り 電
圧 １ ９ ２ Ｖ 、 最 大 電 流 １ ０ Ａ で 蓄 電 装 置 １ を 充 電 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 ７ 時 に な る と 第 ２ の 時 間 帯 で あ る の で 、 制 御 部 ９ は 、 開 閉 器 ７ を 開 に 、 開 閉 器 ８
を 閉 に な る よ う 制 御 す る 。 こ の 制 御 に よ り 、 蓄 電 装 置 １ に 貯 め ら れ た 電 力 が Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ
ン バ ー タ ５ 、 分 電 盤 ３ を 通 し て 負 荷 １ ０ に 供 給 さ れ る 。 ７ 時 か ら ２ ３ 時 ま で 、 蓄 電 装 置 １
の 電 圧 が １ ６ ０ Ｖ 未 満 に な ら な い 限 り 、 本 シ ス テ ム は こ の 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 も し 、 ２ ３ 時 ま で に 電 圧 検 出 部 ２ か ら の 情 報 に よ り 、 制 御 部 ９ が 蓄 電 装 置 １ の 電 圧 が １
６ ０ Ｖ 未 満 ま で 低 下 し た と 判 断 し た 場 合 は 、 制 御 部 ９ は 、 そ の 時 点 よ り 開 閉 器 ７ を 閉 、 開
閉 器 ８ を 開 と す る 。 こ れ に よ り 、 負 荷 １ ０ へ の 電 力 は 系 統 電 源 ４ か ら 供 給 さ れ る よ う に な
る が 、 制 御 部 ９ は 充 電 器 ６ を 動 作 さ せ な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ２ ３ 時 に な る と 、 そ れ ま で の 開 閉 器 ７ ， ８ の 状 態 に 関 わ ら ず 、 制 御 部 ９ は 開 閉 器 ７ を 閉
状 態 、 開 閉 器 ８ を 開 状 態 に 制 御 す る 。 ま た 、 充 電 器 ６ に 充 電 の 指 示 を 出 す 。 こ れ に よ り 、
負 荷 １ ０ へ の 電 力 は 系 統 電 源 ４ か ら 供 給 さ れ る 。 ま た 、 蓄 電 装 置 １ は ７ 時 か ら ２ ３ 時 の 間
に 使 用 し た 分 の 電 力 を 系 統 電 源 ４ よ り 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 本 シ ス テ ム の 停 電 時 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 制 御 部 ９ は 、 開 閉 器 ７ よ り も 系 統 電 源 ４ 側 の 電 圧 お よ び 周 波 数 を 検 出 し て い る 。 こ れ に
よ り 、 系 統 電 源 ４ か ら の 電 力 供 給 が 途 絶 え た と 判 断 し た 場 合 は 、 開 閉 器 ７ を 開 に な る よ う
制 御 し 、 本 電 源 シ ス テ ム を 系 統 電 源 ４ か ら 電 気 的 に 絶 縁 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 制 御 部 ９ は 、 充 電 器 ６ を 動 作 さ せ な い 。 こ れ に よ り 、 蓄 電 装 置 １ の 電 力 で 蓄 電 装 置 １ の
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充 電 を 行 な う 事 を 回 避 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 電 圧 検 出 部 ２ に よ り 検 出 さ れ た 蓄 電 装 置 １ の 電 圧 が １ ６ ０ Ｖ 以 上 で あ れ ば 、 制 御 部 ９ は
開 閉 器 ８ を 閉 状 態 に 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 蓄 電 装 置 １ の 電 力 が Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ ５
を 介 し て 負 荷 １ ０ へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 も し 、 電 圧 検 出 部 ２ に よ り 検 出 さ れ た 蓄 電 装 置 １ の 電 圧 が １ ６ ０ Ｖ 未 満 の 場 合 、 制 御 部
９ は 開 閉 器 ８ を 開 状 態 に し 、 蓄 電 装 置 １ は 使 用 し な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 系 統 電 源 ４ か ら の 電 力 供 給 が 検 出 さ れ た 後 、 通 常 時 の 動 作 を 再 開 す る 。
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 電 力 が 比 較 的 安 い 時 間 帯 に 蓄 電 装 置 １ を 充 電
し 、 そ れ 以 外 の 時 間 帯 に は 系 統 電 源 ４ と の 接 続 を 切 断 す る こ と に よ り 、 蓄 電 装 置 １ か ら 負
荷 １ ０ へ 放 電 す る 。 し た が っ て 、 安 価 な 電 力 の み を 使 用 す る 事 が 可 能 と な り 、 ユ ー ザ ー に
経 済 的 な メ リ ッ ト を 提 供 す る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 電 力 が 安 価 な 時 間 帯 以 外 に 蓄 電 装 置 １ の 電 力 を 消 費 し 尽 し た 場 合 で も 、 系 統 電 源
４ か ら の 電 力 は 負 荷 １ ０ の み に 供 給 し 、 安 価 な 時 間 帯 に な る の を 待 っ て 蓄 電 装 置 １ を 充 電
す る の で 、 ユ ー ザ ー は 高 価 な 電 力 を 使 用 し な く て 済 み 、 安 価 な 電 力 の み で 充 電 す る 事 が 可
能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 万 が 一 、 系 統 電 源 ４ か ら の 電 力 供 給 が 途 絶 え た 場 合 で も 、 蓄 電 装 置 １ に よ っ て 負
荷 １ ０ に 電 力 供 給 す る こ と が で き る の で 、 蓄 電 装 置 １ を 非 常 用 電 源 と し て 用 い る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ［ 実 施 の 形 態 ２ ］
　 図 ２ は 、 実 施 の 形 態 ２ を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ２ を 参 照 し て 、 実 施 の 形 態 ２ を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 は 、 実 施 の 形 態 １ で 示 し た シ
ス テ ム に お い て 、 Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ ５ お よ び 制 御 部 ９ の 代 わ り に Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー
タ ２ ５ と 、 太 陽 電 池 ２ １ と 、 分 電 盤 ３ と 充 電 器 ６ と の 電 流 経 路 を 断 続 す る 開 閉 器 ２ ７ と が
加 え ら れ て い る 。 そ れ 以 外 の 機 器 お よ び 時 間 帯 別 電 力 料 金 な ど は 全 て 実 施 の 形 態 １ と 同 じ
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ ２ ５ の 内 部 に は 、 制 御 部 ２ ９ が 納 め ら れ 、 最 大 動 作 点 追 尾 な ど 太
陽 電 池 の 制 御 と 開 閉 器 や 充 電 装 置 の 制 御 を 一 つ の 制 御 回 路 で 行 な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 補 助 電 源 と し て 追 加 さ れ た 太 陽 電 池 ２ １ は 、 Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ ２ ５ 内 の 入 力
端 子 （ 蓄 電 装 置 １ と は 別 の 入 力 端 子 ） に 接 続 さ れ て い る 。 太 陽 電 池 ２ １ は 太 陽 電 池 モ ジ ュ
ー ル ８ 枚 を 直 列 に し た も の を １ 系 統 と し た 太 陽 電 池 ア レ イ で あ り 、 １ 系 統 の 定 格 電 圧 は ２
１ ６ Ｖ 、 定 格 電 流 は ５ Ａ で あ る 。 Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ ２ ５ に は 合 計 ３ 系 統 が 接 続 さ れ て
い る た め 、 合 計 の 定 格 発 電 容 量 は 約 ３ ｋ Ｗ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 表 ２ は 、 時 刻 、 蓄 電 装 置 １ の 電 圧 、 お よ び 太 陽 電 池 ２ １ の 電 圧 に よ る 開 閉 器 ７ ， ８ ， ２
７ の 制 御 を 示 し た 表 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 表 ２ を 参 照 し て 、 本 シ ス テ ム の 動 作 に つ い て 、 一 日 の 時 系 列 で 説 明 す る 。
　 ま ず 、 ０ 時 は 第 １ の 時 間 帯 に 含 ま れ る の で 、 Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ ２ ５ は 開 閉 器 ７ を 閉
、 開 閉 器 ８ を 開 、 開 閉 器 ２ ７ を 閉 に す る 。 こ れ に よ り 負 荷 １ ０ お よ び 充 電 装 置 １ へ は 系 統
電 源 ４ よ り 電 力 が 供 給 さ れ 、 蓄 電 装 置 １ か ら の 放 電 は 行 な わ れ な い 。 も し ７ 時 ま で に 太 陽
電 池 ２ １ が 発 電 を 開 始 し た 場 合 、 そ の 電 力 は 負 荷 １ ０ お よ び 充 電 装 置 １ に 第 一 優 先 で 使 用
さ れ 、 補 助 と し て 系 統 電 源 ４ を 使 用 す る よ う に 制 御 部 ２ ９ が 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ７ 時 に な る と 第 ２ の 時 間 帯 な の で 、 制 御 部 ２ ９ は 開 閉 器 ７ を 開 、 開 閉 器 ８ を 閉 と す る 。
こ れ に よ り 系 統 電 源 ４ は 遮 断 さ れ 、 蓄 電 装 置 １ お よ び 太 陽 電 池 ２ １ か ら 負 荷 へ 電 力 が 供 給
さ れ る 。 開 閉 器 ２ ７ に つ い て は 蓄 電 装 置 １ の 電 圧 が １ ６ ０ Ｖ 以 上 か ど う か 、 お よ び 太 陽 電
池 電 圧 が ２ ０ ０ Ｖ 以 上 か ど う か 、 で 決 定 さ れ る が 、 蓄 電 装 置 １ は ７ 時 ま で に 充 電 さ れ て い
る の で １ ６ ０ Ｖ 以 上 の は ず で あ る 。 よ っ て 太 陽 電 池 ２ １ の 電 圧 が ２ ０ ０ Ｖ 以 上 の 場 合 、 開
閉 器 ２ ７ は 閉 に な り 、 充 電 装 置 １ は 通 電 さ れ る 。 ２ ０ ０ Ｖ 未 満 の 場 合 、 開 閉 器 ２ ７ は 開 と
な り 、 充 電 装 置 １ は 動 作 し な い 。 負 荷 １ ０ へ の 電 力 供 給 は 太 陽 電 池 ２ １ の 発 電 電 力 を 第 一
優 先 で 使 用 し 、 不 足 す る 分 を 蓄 電 装 置 １ か ら の 出 力 で 補 う 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 太 陽 電 池 ２ １ の 発 電 電 力 が 負 荷 の 消 費 電 力 を 上 回 る 場 合 は 、 太 陽 電 池 ２ １ の 電 力 は 蓄 電
装 置 １ に も 供 給 さ れ る が 、 こ の 瞬 間 本 シ ス テ ム は 独 立 電 源 と な っ て い る た め 、 ど れ 程 の 電
力 が 余 っ て い る か は 分 か ら な い （ 電 力 が 余 っ て い る と 、 太 陽 電 池 ２ １ の 動 作 電 圧 が 高 く な
る ） 。 よ っ て 、 制 御 部 ２ ９ は 太 陽 電 池 ２ １ の 電 圧 を 検 出 し 、 太 陽 電 池 ２ １ の 電 圧 が ２ １ ７
Ｖ 以 上 で あ れ ば ２ １ ６ Ｖ ± １ Ｖ に 低 下 す る ま で 充 電 器 ６ か ら 蓄 電 装 置 １ へ の 出 力 電 流 の 最
大 値 を 増 や す よ う 命 令 を 出 す 。 逆 に 太 陽 電 池 ２ １ の 電 圧 が ２ １ ５ Ｖ 未 満 に な っ た 場 合 、 制
御 部 ２ ９ は 充 電 器 ６ か ら 蓄 電 装 置 １ へ の 出 力 電 流 の 最 大 値 を 減 ら す よ う 指 示 を 出 し 、 ２ １
６ Ｖ ± １ Ｖ 付 近 に な る よ う 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ７ 時 以 降 も 太 陽 電 池 ２ １ お よ び 蓄 電 装 置 １ の 電 力 の み を 負 荷 １ ０ に 供 給 し 続 け る が 、 電
圧 検 出 部 ２ の 情 報 に よ り 、 制 御 部 ２ ９ が 、 蓄 電 装 置 １ の 電 圧 が １ ６ ０ Ｖ 未 満 に 下 が っ た と
判 断 し た 場 合 は 、 開 閉 器 ７ を 閉 、 開 閉 器 ８ を 開 に す る 。 こ れ に よ り 、 蓄 電 装 置 １ は 電 力 供
給 を 停 止 し 、 系 統 電 源 ４ に 切 り 替 わ る 。 た だ し 、 価 格 が 高 い 昼 間 の 電 力 を 充 電 に 使 用 さ せ
な い た め 開 閉 器 ２ ７ は 開 に さ れ 、 充 電 器 ６ へ は 通 電 さ れ な い 。 太 陽 電 池 ２ １ か ら の 電 力 は
負 荷 １ ０ に 供 給 さ れ 、 ま た 、 電 力 供 給 事 業 者 に 売 電 す る た め 、 余 剰 発 電 電 力 は 系 統 電 源 ４
に 逆 潮 流 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ２ ３ 時 に な っ た 時 点 で 開 閉 器 ７ が 閉 、 開 閉 器 ８ が 開 、 開 閉 器 ２ ７ が 閉 と な り 、 電 力 供 給
源 が 系 統 電 源 ４ へ 切 り 替 わ る と 同 時 に 蓄 電 装 置 １ の 充 電 が 再 開 さ れ る 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 本 シ ス テ ム の 停 電 時 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 制 御 部 ２ ９ が 、 系 統 電 源 ４ か ら の 電 力 供 給 が 途 絶 え た と 判 断 し た 場 合 は 、 ま ず 開 閉 器 ７
を 開 に す る 。 こ れ に よ り シ ス テ ム を 系 統 電 源 ４ か ら 遮 断 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 蓄 電 装 置 １ の 電 圧 が １ ６ ０ Ｖ 以 上 で あ れ ば 、 制 御 部 ２ ９ は 開 閉 器 ８ を 閉 に す る 。 こ れ に
よ り 蓄 電 装 置 １ の 電 力 を Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ ２ ５ を 介 し て 負 荷 １ ０ へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 も し 蓄 電 装 置 １ の 電 圧 が １ ６ ０ Ｖ 未 満 で あ れ ば 、 制 御 部 ２ ９ は 開 閉 器 ８ を 開 に し 、 蓄 電
装 置 １ は 使 用 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 太 陽 電 池 ２ １ の 電 圧 が ２ ０ ０ Ｖ 以 上 の 時 、 開 閉 器 ２ ７ は 閉 に な る 。 こ れ に よ り 太 陽 電 池
２ １ で 余 剰 に 発 電 さ れ た 電 力 は 充 電 器 ６ に 供 給 さ れ る 。 充 電 器 ６ の 充 電 電 流 の 制 御 は 通 常
時 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 太 陽 電 池 ２ １ の 電 圧 が ２ ０ ０ Ｖ 未 満 の 時 、 開 閉 器 ２ ７ は 開 と な り 、 充 電 器 ６ へ は 通 電 さ
れ な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 復 電 し 、 系 統 電 源 ４ の 電 圧 お よ び 周 波 数 が 正 し い 事 を 制 御 部 ２ ９ が 確 認 し た 後 は 、 通 常
時 の 制 御 方 法 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 太 陽 電 池 に よ っ て も 、 負 荷 １ ０ へ の 電 力 供 給
す る 。 し た が っ て 、 実 施 の 形 態 １ の 効 果 に 加 え て 、 現 在 の 売 電 可 能 な 制 度 が 何 ら か の 理 由
で 売 電 不 可 能 （ 無 償 で の 逆 潮 流 は 可 能 ） に な っ た 場 合 に お い て も 、 太 陽 電 池 ２ １ の 発 電 電
力 を 有 効 に 貯 蔵 し 、 活 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ［ 実 施 の 形 態 ３ ］
　 図 ３ は 、 実 施 の 形 態 ３ を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ３ を 参 照 し て 、 実 施 の 形 態 ３ を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 で は 実 施 の 形 態 ２ の 構 成 に 加
え て 、 情 報 源 と し て イ ン タ ー ネ ッ ト ３ １ が 制 御 部 ２ ９ に 接 続 さ れ て い る 。 イ ン タ ー ネ ッ ト
３ １ を 介 し て 、 翌 日 の 天 気 の 情 報 を 入 手 す る 事 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 太 陽 電 池 ２ １ の 設 置
容 量 は 本 例 で は ２ ｋ Ｗ と す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 制 御 部 ２ ９ に は 、 天 気 情 報 を 受 け 取 り 日 射 量 を 予 測 す る プ ロ グ ラ ム が 予 め イ ン ス ト ー ル
さ れ て い る 。 具 体 的 に は 晴 れ 、 曇 り 、 雨 、 雪 、 な ど あ ら ゆ る 天 気 情 報 お よ び そ れ ら を 組 み
合 わ せ た 天 気 情 報 に 対 し 、 翌 日 の 日 射 量 を 予 測 す る 機 能 を 持 つ 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 制 御 部 ２ ９ に は 、 予 め 太 陽 電 池 ２ １ の 設 置 容 量 が 入 力 さ れ て い る 。 さ ら に 、 太 陽
電 池 ２ １ の 発 電 損 失 係 数 も 予 め 入 力 さ れ て い る （ 一 般 に 太 陽 電 池 の 起 電 圧 お よ び 発 電 量 は
、 太 陽 電 池 セ ル の 温 度 上 昇 時 に は 低 下 す る 事 が 知 ら れ て い る 。 こ の 損 失 を 加 味 す る た め 、
本 実 施 例 中 の 制 御 部 に は 発 電 損 失 係 数 が 季 節 毎 に イ ン プ ッ ト さ れ て お り 、 夏 （ ６ 月 ～ ８ 月
） は ０ ． ８ (８ ０ ％ )、 春 ・ 秋 （ ３ 月 ～ ５ 月 お よ び ９ 月 ～ １ １ 月 ） は ０ ． ８ ５ (８ ５ ％ )、 冬
（ １ ２ 月 ～ ２ 月 )は ０ ． ９ (９ ０ ％ )に 設 定 さ れ て い る 。 ） 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 制 御 部 ２ ９ は 、 日 射 量 の 予 測 値 お よ び 太 陽 電 池 ２ １ の 設 置 容 量 お よ び 損 失 係 数 を 掛 け 合
わ せ る 事 に よ り 、 お お ま か な 発 電 量 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 電 力 料 金 が 最 も 安 い 時 間 帯 に 系 統 電 源 ４ か ら 蓄 電 装 置 １ へ 充 電 を 行 な う 際 、 予 測 さ れ た
太 陽 電 池 ２ １ の 発 電 量 分 を 差 し 引 い た 分 ま で 充 電 を 行 な う よ う 、 制 御 部 ２ ９ は 充 電 器 ６ を
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制 御 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 天 気 情 報 に よ る 日 射 量 の 予 測 値 や 温 度 に よ る 太 陽 電 池 ア レ イ の 発 電 損 失 係 数 は 、 イ ン タ
ー ネ ッ ト か ら の デ ー タ の ダ ウ ン ロ ー ド に よ り 、 適 宜 更 新 す る 事 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ ２ ５ が 液 晶 表 示 部 を 持 つ 場 合 は 、 受 け 取 っ た 天 気 情 報 を 液
晶 表 示 部 に 表 示 さ せ 、 液 晶 表 示 部 を 閲 覧 す る 人 が 翌 日 の 天 気 を 知 る 事 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 以 下 に 動 作 方 法 を 説 明 す る 。
　 開 閉 器 の 開 ・ 閉 に 関 す る 動 作 は 実 施 の 形 態 ２ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ り 取 得 し た 天 気 情 報 は 、 制 御 部 ２ ９ に よ り 認 識 さ れ 、 制 御 部 ２ ９ は
、 翌 日 の 大 ま か な 日 射 量 お よ び 太 陽 電 池 ア レ イ の 発 電 電 力 量 を 予 測 す る 。 そ の 予 測 に 基 づ
き 、 電 力 料 金 が 最 も 安 い 時 間 帯 に お け る 蓄 電 装 置 １ の 充 電 レ ベ ル （ 蓄 電 残 量 ） を 制 御 す る
。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 表 ３ は 、 天 気 情 報 に 対 応 し た 予 測 日 射 例 を 表 し た 表 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ １ 】
　 表 ３ を 参 照 し て 、 予 測 に 基 づ い た 制 御 方 法 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
　 た と え ば 、 夏 の 日 で 翌 日 の 天 気 情 報 が 晴 れ の 場 合 、 制 御 部 ２ ９ は 翌 日 の 日 射 量 を ５ ｋ Ｗ
ｈ ／ ｍ ２ と 予 測 す る 。 そ の 結 果 、 太 陽 電 池 ア レ イ の 設 置 容 量 ２ ｋ Ｗ （ 厳 密 に は ｋ Ｗ ／ (ｋ
Ｗ ／  ｍ ２ ） ） と 日 射 量 ５ ｋ Ｗ ｈ ／ ｍ ２ を 掛 け 合 わ せ 、 さ ら に 損 失 係 数 ０ ． ８ を 掛 け た も
の 、 す な わ ち ８ ． ０ ｋ Ｗ ｈ を 翌 日 の 太 陽 電 池 に よ る 発 電 量 と し て 予 測 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の 結 果 を 基 に 、 当 日 ２ ３ 時 か ら 翌 日 ７ 時 ま で の 時 間 帯 に お け る 蓄 電 装 置 １ へ の 充 電 は
、 満 充 電 状 態 か ら ８ ． ０ ｋ Ｗ ｈ を 引 い た 時 の 電 圧 、 す な わ ち ８ ５ Ｖ ま で で 充 電 を ス ト ッ プ
す る よ う 制 御 部 ２ ９ は 充 電 装 置 １ を 制 御 す る （ 満 充 電 状 態 か ら ８ ． ０ ｋ Ｗ ｈ を 放 電 し た 後
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の 電 圧 が 本 実 施 の 形 態 で は ８ ５ Ｖ で あ る た め ） 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 逆 に 冬 季 で 翌 日 の 天 気 が 雨 で あ る 場 合 、 発 電 量 は ０ と 予 測 さ れ る た め 、 蓄 電 装 置 １ の 充
電 は 満 充 電 に な る ま で 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 以 上 の 説 明 に よ り 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 天 気 情 報 に 基 づ い て 系 統 電 源 か ら の 電 力 を 蓄 電
装 置 に 充 電 す る 。 し た が っ て 、 実 施 の 形 態 ２ の 効 果 に 加 え 、 系 統 電 源 か ら の 電 力 を 節 約 す
る こ と に よ っ て 、 ユ ー ザ ー は 経 済 的 な メ リ ッ ト を 享 受 で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 制 限 的 な も の で は な い と 考 え ら
れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 上 記 し た 説 明 で は な く て 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 示 さ れ
、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意 図 さ れ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 １ を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 ２ を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 ３ を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 １ 　 蓄 電 装 置 、 ２ 　 電 圧 検 出 部 、 ３ 　 分 電 盤 、 ４ 　 系 統 電 源 、 ５ ， ２ ５ 　 Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ
ン バ ー タ 、 ６ 　 充 電 器 、 ７ ， ８ ， ２ ７ 　 開 閉 器 、 ９ ， ２ ９ 　 制 御 部 、 １ ０ 　 負 荷 、 ２ １ 　
太 陽 電 池 、 ３ １ 　 イ ン タ ー ネ ッ ト 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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